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３、   総評 
 
【評価された点】 
 
① 「記憶の語り直しによる関係性の構築・再構築」に徹底してこだわり、詳細な作
品分析を重ねつつ堀辰雄文学の全体像を見直した点は、堀辰雄研究において比類ない
ものであり、前期と後期とで大きな転換があったことを提示し得たことは、研究史を
大きく前進させるものとして評価できる。 
② ことに、従来の堀辰雄研究で、「菜穂子 cycle」を作品評価の頂点に据えるという
発想はまったく無かったが、こうした「記憶の語り」の質を問うという新たな評価の
基軸の導入により、一定の説得力を持つものとなった。近年の研究が、フランス文学
をはじめとする影響の様態を探るものに偏っていたことをかんがみるに、再評価の突
破口になりうるものである。 
③ 現代において堀辰雄文学を読むことの意味を問う際、堀辰雄文学が現代にいかに
アダプテーションされているかという問題がある。サブカルチャー作品における〈文
豪ブーム〉においても堀辰雄が取り上げられ、宮崎駿監督のアニメ映画『風立ちぬ』
（２０１３）がある。この『風立ちぬ』は、仕事に没頭する男性主人公に寄り添う病
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妻という形で、古色蒼然たるジェンダー役割が課され、堀辰雄の『風立ちぬ』の従来
のイメージを更新したものではなかった。本論の、他の関係性を排除する〈恋愛〉の
規範、一対の関係性を〈恋愛〉と名付けることによってその関係性をブラックボック
ス化する問題を問い直す堀辰雄文学の側面が提示されることにより、今後、堀辰雄文
学のイメージの更新が行われる。加えて、ライフイベントとしての〈恋愛〉ではなく、
特定の相手との記憶を材料として関係性を作り出し、自己省察へとつなげていく堀辰
雄文学のテーマは、キャラクター同士の関係性を〈恋愛〉と名付ける漫画・アニメな
どの〈オタク〉達の二次創作の行為とも関連している。今後ますます発展を見せてい
く文学とサブカルチャーとの架け橋として、堀辰雄文学が見直される契機となる論で
ある。 
 
 
【問題点および今後の課題】 
 
① 「語り」の分析の際に、「語り手」をあたかも人格を備えた判断主体であるかのよ
うに実体化して論じた箇所が幾つか見受けられた。これは作家・堀辰雄の意図や戦略
として捉えるべきところである。 
② 前期作品群における〈恋愛〉表象の語られ方と後期作品群のそれとが明確に異な
っている点を精緻に分析した点は評価できるが、そのことが同時代あるいは研究史に
おいて看過あるいは特定の作品のみが「幼稚なメロドラマ」として論の対象にされて
来たことの理由および今日再評価することで何が見えてくるのか。なお掘り下げる必
要がある。書籍化などの際には、より積極的な意味付けが望ましい。 
③ 堀辰雄が結果的に個々の作品で問いかけた語りの戦略性あるいはその限界は、同時代
の言説空間の中でどのような位置付けになるのか、時代に開くスタンスがない点が残念で
あった。今後、堀文学が読み継がれるためにも、このことは重要な評価ポイントとなる。 
 
 これらに関して、公開発表会の席上でも、申請者から補論の提示や、それに対する新た
な質問が出された。いずれも、本論文に対する建設的な提言であった。また、堀辰雄文学
の再評価の際に、個別作品の詳細な分析をいかに連繋し、方法論的に整合性のある作家研
究へと展開していくのかについても興味深い論議がなされたが、これは申請者個人の課題
にとどまらず、文学研究に関わる者全体で今後も探究すべき課題でもある。 
 以上により、審査員一同の総合的な判断の結果、本論文が「博士（学術）」を授与するに
相応しいものであるとの結論に達したので、ここに報告する。 
